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［事案 2019-279］手術給付金支払請求  

・令和 2年 9月 4 日  和解成立 

＜事案の概要＞ 

手術給付金およびがん手術給付金の支払額について、給付倍率の是正を求めて申立てのあっ

たもの。 

＜申立人の主張＞ 

令和元年 6 月に、皮膚悪性腫瘍切除術の手術を受けたため、昭和 62 年 2 月に契約した医療

保険にもとづき手術給付金およびがん手術給付金を請求したところ、「その他の悪性新生物手

術」に該当するとして、入院給付金日額の 20 倍が支払われたが、本手術は、以下の理由によ

り、「悪性新生物根治手術」に該当するので、給付倍率 40倍で計算した金額を支払ってほしい。 

(1)本手術は皮膚原発巣の一部および転移した可能性のある所属リンパ節を郭清したものであ

り、かつ、診断書の「手術」欄に「根治目的の手術である」との記載があり、医療機関が

根治手術であると認めている。 

(2)根治手術の回数制限は、顧客と保険会社の約定として周知存在していない。 

＜保険会社の主張＞ 

 以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)悪性新生物根治手術とは、悪性新生物の原発巣および浸潤した隣接臓器を切除、摘除、摘

出し、転移した可能性のある周辺リンパ節を郭清する手術をいう。本手術は、あくまでも

転移病巣に対して行われた「皮膚悪性腫瘍切除術」であり、約款に定める「悪性新生物根

治手術」にはあてはまらないため、給付倍率 40 倍の手術給付金・がん手術給付金の支払対

象とならない。 

(2)また、本手術は、「右腋窩リンパ節転移」との傷病名から明らかなように、あくまでも転移

病巣に対して行われた手術であり、原発病巣に対する手術をさす「悪性新生物根治手術」

にはあてはまらず、給付倍率 20 倍の「その他の悪性新生物手術」にあてはまる。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

 裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、本手術の状況等を把握する

ため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人の請求は認められないが、本件は和解により解決を図るのが相当で

あると判断し、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、同意が得られたの

で、手続を終了した。 

 
 


